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【課題
か だ い

１】 

●「化学
か が く

基礎
き そ

」の教科書
きょうかしょ

5 ページを読
よ

み、以下
い か

の空欄
くうらん

①～⑫に適
てき

する語句
ご く

を下
した

の解答欄
かいとうらん

に記入
きにゅう

しなさい。 

文明
ぶんめい

は金属
きんぞく

とともに 

・人類
じんるい

が最初
さいしょ

に利用
り よ う

した金属
きんぞく

は、自然
し ぜ ん

に産出
さんしゅつ

していた（ ① ）や（ ② ）などであった。 

・金
きん

や銀
ぎん

以外
い が い

の金属
きんぞく

のほとんどは、自然界
しぜんかい

では酸素
さ ん そ

や硫黄
い お う

などと結
むす

びついた（ ③ ）の状態
じょうたい

で、さまざま

な（ ④ ）として存在
そんざい

している。 

・これらの鉱石
こうせき

を材料
ざいりょう

として使
つか

うためには、その化合物
かごうぶつ

の中
なか

から金属
きんぞく

を（ ⑤ ）として取
と

り出
だ

さなければ

ならない。鉱石
こうせき

から金属
きんぞく

を取
と

り出
だ

す操作
そ う さ

のことを（ ⑥ ）という。 

・製錬
せいれん

が難
むずか

しい金属
きんぞく

ほど、人類
じんるい

の利用
り よ う

が遅
おく

れた。酸化
さ ん か

銅
どう

の鉱石
こうせき

から還元
かんげん

によって銅
どう

が得
え

られるようになった

のは、紀元前
きげんぜん

（ ⑦ ）年
ねん

以前
い ぜ ん

であるといわれている。 

・やがて、銅
どう

にスズを混
ま

ぜた、より硬
かた

い（ ⑧ ）が得
え

られるようになった。青銅
せいどう

が多
おお

く使
つか

われた時代
じ だ い

は青銅器
せいどうき

時代
じ だ い

とよばれている。 

・その後
ご

、より高温
こうおん

を必要
ひつよう

とする（ ⑨ ）の製錬
せいれん

ができるようになった。鉄
てつ

は炭素
た ん そ

の含有量
がんゆうりょう

を調整
ちょうせい

する

ことにより硬
かた

くて強
つよ

い（ ➉ ）になる。この技術
ぎじゅつ

が普及
ふきゅう

し、（ ⑪ ）時代
じ だ い

へと移行
い こ う

した。 

・アルミニウムが鉱石
こうせき

から取
と

り出
だ

せるようになったのは、（ ⑫ ）を豊富
ほ う ふ

に利用
り よ う

できるようになった 19世紀
せ い き

末
まつ

になってからである。 

【課題
か だ い

２】 

●上
うえ

の①～⑫について、赤
あか

ペンで答
こた

え合
あ

わせをしなさい。 

       

 

 

【課題
か だ い

３】 

●次
つぎ

の各
かく

問
と

いに答
こた

えなさい。 

１．「製錬
せいれん

」とは、どのようなことか、説明
せつめい

しなさい。 

 

 

２．「青銅
せいどう

」はどのようにしてつくるか、説明
せつめい

しなさい。 

 

 

３．次
つぎ

の A～D の４つの金属
きんぞく

を、人類
じんるい

の利用
り よ う

の古
ふる

いものから新
あたら

しいものの順
じゅん

に並
なら

べかえ、記号
き ご う

で答
こた

えなさ

い。     Ａ．アルミニウム   Ｂ．金
きん

    Ｃ．青銅
せいどう

    Ｄ．鉄
てつ

 

    

古
ふる

いもの （     ）→（     ）→（     ）→（     ） 新
あたら

しいもの 

                                             

２年
ねん

   組
くみ

    番
ばん

 氏名
し め い

                          

① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ 

⑩ ⑪ ⑫ 

答
こたえ

：①金
きん

 ②銀
ぎん

 ③化合物
かごうぶつ

 ④鉱石
こうせき

 ⑤単体
たんたい

 ⑥製錬
せいれん

 ⑦3000 ⑧青銅
せいどう

 ⑨鉄
てつ

 ⑩鋼
こう

 

       ⑪鉄器
てっき

 ⑫電気
でんき

 


